
























保温ポットのステンレス部とプラスチック部の間に
水が入ってしまった場合は、水切りの上で一晩寝か
せてください。

保温ポットフタの内部に水が残ることがあります
が、そのまま使用しても水が保温ポットに入ること
はありません。レバーを上にして置いておくと蒸発
します。

＊ 長期間使用しない場合は、上記の要領で各部をお手入れした後、保管してください。

①

②

③

④

⑤

ホッパー、フィルターカバーと水槽タンクを取り外します。

平らなところに本体を背にして倒します。

コーヒー粉ボタンを5秒間長押ししてコーヒー粉の通り道
のフタを開け、クリーニングブラシで周辺に残ったコーヒー
くずをかき出します。

再度コーヒー粉ボタンを長押ししてフタを閉めます。

本体を起こし、かき出した
コーヒーくずを乾いた布
などで拭き取ります。

水洗い

内部フィルター、フィルターカバー、水槽タンクやステン
レスポットは水ですすぎ洗いしてください。汚れがひど
い場合は、中性洗剤を水またはぬるま湯で薄め、柔らか
いスポンジを使用して軽く洗ってください。その後、洗
剤が残らないようにすすぎ洗いをしてください。

水洗いできません

本体の汚れは湿った布で拭いてから乾いた布で拭き取ってください。ホッパーはクリーニングブラシでコーヒーくず
を落とした後、乾いた布で拭き取ってください。ミル歯はクリーニングブラシでコーヒーくずを落としてください。

ステンレスポットを洗うときは必ず柔らかいスポンジで洗って
ください。

汚れがひどいときは酸素系台所用漂白剤などを利用してくだ
さい。

水あかがこびりついたものは酢１に対し、ぬるま湯３の溶液に
浸し、しばらく放置した後、すすいでください。

傷の原因になるので、研磨剤入りのスポンジやクレンザー、た
わし類等は使用しないでください。

シンナー、ベンジン、ベンゾール、除光液、ミガキ粉、たわしなどを使用すると変形・変色・変質したり、表面に傷がついたり
破損の原因となりますのでおやめください。

クレンザーや　
　   金属たわし

中性洗剤や　
　　スポンジ

日常のお手入れ

本体には絶対に水をかけたり、浸けたりしな
いでください。感電や故障の原因になります。

内部フィルター、フィルターカバー、水槽タン
クやステンレスポットは食器洗い乾燥機で洗わ
ないでください。

無理にステンレスポットの内部に手を入れて洗
わないでください。けがをすることがあります。

ホッパーは水洗いしないでください。内部に
水が入ると臭いや故障の原因になります。も
し入った場合は、十分に乾かしてください。

コーヒー粉の通り道のフタの開閉中は、ふたやその周辺に
絶対に触れないでください。大けがをする恐れがあります。

コーヒー粉の通り道のお手入れ
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ご使用方法

5秒長押し
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